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行
わ
れ
る
基
礎
的
、
基
本
的
な
も
の

か
ら
、
趣
味
・
教
養
、
資
格
取
得
、

ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
、
芸
術
・
文
化
活
動
、
地
域

づ
く
り
活
動
、
国
際
交
流
活
動
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
、
社
会
教
育
分

野
の
も
の
ま
で
幅
広
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
学
習
の
方
法
に
は
、
学
校
や

公
民
館
、
民
間
教
育
事
業
等
で
行
わ

れ
る
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
通
信
教

育
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
読
書
、
新
聞
、

【表１】

電話番号公民館名

２１－０１８０
高梁中央公民館

高 梁 公 民 館

２２－２１６９津 川 公 民 館

２６－０００１川 面 公 民 館

２５－０００１巨 瀬 公 民 館

２８－２００１中 井 公 民 館

２２－２９０１玉 川 公 民 館

２９－２００１宇 治 公 民 館

２６－１００１松 原 公 民 館

２６－００５９高 倉 公 民 館

２２－２９３２落 合 公 民 館

５７－２０１３有 漢 公 民 館

４２－２５２５成 羽 公 民 館

４８－２２０３川 上 公 民 館

４５－４５１５備 中 公 民 館

生
涯
学
習
と
は

　

生
涯
学
習
と
は
、「
い
つ
で
も
」「
ど

こ
で
も
」「
だ
れ
で
も
」「
な
ん
で
も
」、

家
庭
・
学
校
・
地
域
・
職
場
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
生
活
の
場
に
お
い
て
、
一

人
ひ
と
り
が
自
由
に
、
自
ら
テ
ー
マ

を
選
ん
で
、
自
分
に
あ
っ
た
手
段
・

方
法
で
、
生
涯
を
通
し
て
学
ん
で
い

く
こ
と
で
す
。

　

生
涯
学
習
に
は
あ
ら
ゆ
る
学
習
活

動
が
含
ま
れ
ま
す
。
家
庭
や
学
校
で

松村有乃佳・大正琴講座（高梁中央公民館講座）／文化交流館
アコースティックの音色を大切に練習しています。
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
て

個
人
で
行
う
学
習
も
あ
り
ま
す
。

　

自
ら
、
楽
し
く
豊
か
な
生
涯
に
向

か
っ
て
職
業
･
生
活
上
必
要
と
な
る

学
習
と
と
も
に
生
き
が
い
に
つ
な
げ

る
学
習
が『
生
涯
学
習
』な
の
で
す
。

は
じ
め
て
み
て
は　
　
　
　

生
涯
学
習

　

教
育
委
員
会
で
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
学
習
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る
た

め
に
各
公
民
館
で
、
絵
画
、
書
道
、

陶
芸
、
外
国
語
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な

講
座
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

興
味
あ
る
講
座
を
受
講
し
て
、
あ

な
た
も
生
涯
学
習
を
始
め
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
。
詳
し
く
は
各
公
民

館
（
表
１
）
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

来
年　

月
２
日
〜
６
日
の
５
日

１１

間
、
岡
山
県
で
「
第　

回
全
国
生
涯

１９

学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ま
な
び
ピ
ア

岡
山
２
０
０
７
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
催
し
は
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の

人
々
が
参
加
･
交
流
･
体
験
し
な
が

ら
学
び
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
全
国
規
模
の
生
涯
学
習
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
平
成
元
年
の
千
葉
大
会
か

ら
毎
年
各
県
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

岡
山
県
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
主
会

場
に
県
内
全
市
町
村
が
参
加
し
ま

す
。
高
梁
市
で
も
こ
の
日
に
合
わ
せ

て
、
総
合
文
化
会
館
、
文
化
交
流
館

を
主
会
場
と
し
て
、
各
所
で
生
涯
学

習
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

記
念
し
て
次
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
、
生

涯
学
習
に
か
か
わ
る
催
し
を
開
き
ま

す
。

「学び」とミツバチの「bee」を
合わせて名付けられた生涯学習
のマスコットです。漫画家･石ノ
森章太郎さんのデザインで、
「学」という字の頭の部分と同じ
ように触覚が３本あります。

〈大会マスコット〉

マナビィ

みんなで生涯学習みんなで生涯学習

　健康でいたいという思いから、１年ほど前から参
加しています。
　始める前は自分にできるのかしらという不安もあ
りましたが、実際に参加してみると、とても楽しく
て、これなら続けられると思ったんですよ。
　以前と比べて、ぐんと体力もついたし、体もさら
に柔らかくなって、何をしても疲れ方が違いますね。
だから、家族にも勧めているんですよ。
　これからも、無理をせず、自分なりのペースで、
ずっと続けていきたいですね。

　友人に誘われて、３ヵ月前から始めました。
　もともと体を動かすことは好きなので、参加で
きて嬉しかったですね。先生も気さくな方ですし、
若い人とも話ができて気分も若返ります。
　こんなに汗を流すほど体を動かすことって、普
段はなかなかできませんから、習った動きを家で
もやってみたりしているんですよ。
　家族もよく理解してくれて、講座のある日はみ
んなが協力してくれるので、気軽に楽しく参加し
ています。

谷本須磨子さん�
落合町近似

吉岡百合子さん�
成羽町成羽

私たちもエアロビックで
楽しんでますＡ．Ｃ．タカハシ（エアロビック クラブ タカハシ）

※来月号から生涯学習のコーナーを設け、順次、各講座の様子をお知らせします。

　落合公民館講座の一つ、エアロビック講座。第２・４水曜日に落合研修会

館、毎週金曜日に勤労青少年ホームで月６回、午後７時４５分から１時間開

講しています。

　「現在の受講者は１５人。女性が多いですが、男性も参加されていますよ。

年齢も２０代から６０代と幅広いので、誰でも簡単にできるエアロビックで汗を

流して楽しんでいます。皆さん、とても和気あいあいとしていて、新しく参加

された方でもすぐに打ち解けてしまうような雰囲気なんですよ。」と代表の

石田稚美さん。

　１１月１１日に行われる、産学官連携協定１周年記念「ＮＨＫ あなたとエア

ロビック」（会場：吉備国際大学体育館）の公開録画に皆さんで参加します。


